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UltraRAM は、最大で合計 500MB のオンチップ ス ト レージを提供する
UltraScale+™ ファ ミ リの新しいメモリ  ブロッ クです。 その容量は、 ザ
イ リ ンクスの 28nm FPGA のオンチップ メモリの 6 倍に相当します。

ホワイ ト  ペーパー : UltraScale+ デバイス
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UltraRAM : UltraScale+ デバイスに
搭載された画期的なエンベデッ ド  

メモリ

概要

従来の FPGA と  SoC は、オンチップ メモ リ をブロッ ク  RAM と分散 RAM の形で搭載してい
ました。デバイスが処理するデータ量の増加とデータ  レートの上昇に伴い、データが処理さ
れる場所の近くでデータをバッファ リ ングまたは格納する必要が高ま り ます。

UltraScale+ ファ ミ リ の新しい機能と して、 UltraRAM と呼ばれる大容量の柔軟なメモ リ  ブ
ロッ クが挙げられます。複数の UltraRAM ブロ ッ クをカスケード接続するこ とで、大容量の
オンチップ メモ リ を構築できます。

ザイ リ ンクスはこの新しい強力なブロ ッ クをデザインに組み込むのに必要なすべてのツー
ルを提供しているため、 UltraRAM をデザインで使用するこ とは容易です。

http://japan.xilinx.com
http://japan.xilinx.com/about/feedback.html?docType=White_Papers&docId=WP477&Title=UltraRAM%20%3A%20UltraScale+%20%26%2312487%3B%26%2312496%3B%26%2312452%3B%26%2312473%3B%26%2312395%3B%26%2325645%3B%26%2336617%3B%26%2312373%3B%26%2312428%3B%26%2312383%3B%26%2330011%3B%26%2326399%3B%26%2330340%3B%26%2312394%3B%26%2312456%3B%26%2312531%3B%26%2312505%3B%26%2312487%3B%26%2312483%3B%26%2312489%3B%20%26%2312513%3B%26%2312514%3B%26%2312522%3B&releaseVersion=1.0&docPage=1


WP477 (v1.0) 2016 年 6 月 14 日 japan.xilinx.com  2

UltraRAM : UltraScale+ デバイスに搭載された画期的なエンベデッ ド  メモリ

バッ ファ リ ングとスト レージの需要の増大
UltraScale+™ FPGA および MPSoC は、 前世代のデバイスよ り もはるかに大量のデータの伝送と処理が可能です。 最大規模の
Virtex® UltraScale+ FPGA である  VU13P は、 最大データ  レー ト  32.75Gb/s で動作する  128 個の GTY ト ラ ンシーバーと、 約
900MHz で動作する  11,000 個以上の DSP スライスを搭載しています。 これによって 8.4Tb/s のシ リ アル帯域幅と  21TMAC/s の
信号処理能力が得られますが、 システムが前処理および後処理用に入力データ と出力データを効率的にバッファ リ ングできる
よ うに、 このよ うな高性能に対応したオンチップ ス ト レージの拡大が必要になり ます。

UltraScale™ FPGA およびそれ以前のデバイスでは、 迅速で効率的なオンチップ メモ リ と してブロ ッ ク  RAM と分散 RAM を利
用できました。 ただし、数百メガビッ トのデータを問題なく処理するには、従来は DDR4、 DDR3、 RLDRAM3 などの外部メモ
リが必要でした。

UltraScale+ ポート フォ リオは、 新しいス ト レージ手法を採用しています。 UltraRAM は大容量の軽量メモ リ  ブロ ッ クであ り、
これによって UltraScale+ デバイスは、電力効率と費用対効果に優れた 500MB を超えるオンチップ ス ト レージを提供できます。
この容量は、 ザイ リ ンクスの 28nm FPGA のオンチップ メモ リの 6 倍に相当します。

UltraRAM ブロッ クは、 柔軟なカスケード接続機能によ り、 単一のブロッ クからデバイス内のすべてのブロッ クを接続した構成
まで、 さまざまなコンフ ィギュレーシ ョ ンで使用できます。 これのため、 アプリ ケーシ ョ ンに合わせたサイズのオンチップ メ
モ リ  アレイを構築でき、 QDR SRAM など一部の外部メモリ  コンポーネン ト を PCB から削除できます。

ULTRARAM の詳細と機能
ザイ リ ンクスの FPGA および SoC は、多くの世代にわたって、各種のリ ソースを隣り合わせに配列したカラムで構成されるカ
ラム状のアーキテクチャを採用してきました。 カラムの数とカラムの高さが、 FPGA または SoC のサイズと機能を直接決定し
ていました。

ほとんどの Kintex® UltraScale+ デバイスおよび Zynq® UltraScale+ デバイスの UltraRAM カラム数は 1 つですが、 ハイエンドの
Virtex UltraScale+ FPGA には最大 5 つの UltraRAM カラムがあ り ます。UltraRAM は、デザイン内で単一の 288KB メモ リ と して
使用するこ と も、 複数の UltraRAM を接続して大容量の RAM アレイを構築するこ と もできます。 アドレス信号、 データ信号、
制御信号用の専用カスケード配線を使用して、 同じカラム内のすべての UltraRAM を接続できます。 構築される  RAM アレイ
の容量は、 Kintex UltraScale+ デバイスおよび Zynq UltraScale+ デバイスでは最大 36MB、 Virtex UltraScale+ デバイスでは最大
22.5MB です。 Virtex UltraScale+ ファ ミ リでは、 ファブ リ ッ クの配線を使用して UltraRAM のすべてのカラムを接続し、 最も大
きなデバイスで最大 360MB のメモ リ  アレイを構築できます。 

それぞれの UltraRAM ブロ ッ クは、 ビッ ト数 4,096、 幅 72 ビッ トの固定コンフ ィギュレーシ ョ ンを持つデュアル ポート同期型
288KB RAM です。ポート  A とポート  B は同じク ロ ッ ク信号を共有します。 外部クロ ッ ク  1 サイクル以内に、 ポート  A の動作
はポート  B の動作の前に常に完了します。 各ポートは、 1 ク ロ ッ ク  サイ クルあたり  1 回の読み出し動作または 1 回の書き込み
動作を互いに独立して実行できます。両方のポートが同じ クロ ッ ク  サイクルで同じアドレスを使用して書き込みを実行した場
合は (すなわち、 アドレスの競合)、 ポート  A の書き込みが上書きされ、 ポート  B の書き込みが有効になり ます。 ポート  B が書
き込みを実行中にポート  A が同じアドレスを使用して読み出しを実行した場合は、 ポート  A がメモ リ  アレイ内の古いデータ
を取得した後、 ポート  B の新しいデータがメモ リ  アレイに書き込まれます。 ポート  B が読み出し動作を実行中にポート  A が
書き込み動作を実行した場合は、 ポート  A の新しいデータがメモ リ  アレイに書き込まれ、 その新しいデータがポート  B に読
み出されます。各ポートが書き込み動作を実行している と きは、そのポートの読み出し出力は変わらず、以前の値を保持します。

各 UltraRAM メモ リ  アレイの内容は、 A、 B の各ポー ト 上でハ ミ ング符号方式のシングル エラー訂正、 ダブル エラー検出
(SECDED) ECC コードによって保護され、 データ  インテグ リ テ ィ を確保します。 ECC が有効の場合、 UltraRAM は 64 ビッ ト
幅の保護されたデータ  ワードを提供します。 UltraRAM の SECDED ECC コードは、 ブロ ッ ク  RAM の ECC コード と互換性を
持つよ うに設計されています。 これを利用して、 1 つのメモ リの入力でエンコード されたデータが、 ダウンス ト リーム メモ リ
の出力でデコード されるまで、 複数のパイプライン段、 メモ リのタイプ、 ロジッ クにわたって保護された状態のままでいられ
る、 エンド  ツー エンドのデータ保護方式を実現できます。

UltraRAM は、 2 つのポート それぞれに最大 4 段のパイプラインを内蔵しており、 1 ～ 4 ク ロ ッ ク  サイクルのレイテンシを設定
できます。 UltraRAM をカスケード接続して大きな RAM アレイを構築する場合、 レイテンシは、 使用する  UltraRAM の数 (す
なわち、 アレイのサイズと ターゲッ ト動作周波数) によって決ま り ます。
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消費電力の削減
UltraRAM は、 (通常はユーザーが介入せずに) 電力効率を最大限に高める、 さまざまな内蔵機能を備えています。 これには次の
機能が含まれます。

• デザイン内で使用されていない UltraRAM の電源を切断する

• 使用されていないパイプライン レジスタに自動的にクロ ッ ク  ゲーティングを適用する

• 各 UltraRAM が長時間使用されない場合、 UltraRAM をス リープ モードに移行する

UltraRAM は、手動または自動でス リープ モードに移行できます。ユーザーは UltraRAM の SLEEP ポートにアクセスできます。
SLEEP がアサート される と、 UltraRAM は次のクロ ッ ク  サイ クルでス リープ モードへの移行を開始します。 ス リープ モード
では、 UltraRAM SRAM メモ リの周囲のペリ フェラル ロジッ クへの電源は切断されますが、 SRAM は通電したままで内容を保
持します。

各 UltraRAM は、 次の N サイ クルの間にブロッ クが使用されるかど うかを予測する回路を内蔵しており、 使用されないと予測
される場合、使用されない時間が十分に長ければ、 そのブロ ッ クをス リープ モードに移行させるこ とができます。 この自動ス
リープ モードは、ス リープ ポート とその内蔵制御ロジッ クを使用して、も うすぐ到着するアドレス信号と イネーブル信号のス
テート を予測します。AUTO_SLEEP_LATENCY 属性は、このアドレス と イネーブル信号がほかの信号よ り もどれだけ早く到着
する必要があるかを指定します。 この情報を使用して、 個々の UltraRAM が次のアクティビティの前にス リープ状態に移行し
てウェイ クアップするのに十分な時間があるかど うかを判断します。

デザイン内での ULTRARAM の使用
UltraScale+ ポート フォ リオは、 ザイ リ ンクスの Vivado® Design Suite を使用します。 Vivado 設計ツールは、 ユーザーがデバイ
ス内の利用可能な リ ソースを効率的にターゲッ トにできるよ うに、多数のコード  テンプレート を提供します。RTL デザインで
UltraRAM を使用するには、 メモ リ を推論するコードの作成、 デバイス  プリ ミ ティブのインスタンシエーシ ョ ン、 最近追加さ
れた XPM (Xilinx Parameterized Macro) の使用という  3 つの手法があ り ます。 多くのユーザーは、 推論と インスタンシエーシ ョ
ンについてよ く理解しています。 Vivado Design Suite の推論テンプレートは、 次の場所にあ り ます。

[Templates][VHDL/Verilog][Synthesis Constructs][Coding Examples][RAM]

Vivado Design Suite v2016.1 では、 ユーザーが ramstyle=”ultra” を指定して、 UltraRAM を使用するよ うに Vivado 合成に明
示的に指示する必要があ り ます。

UltraRAM ブロ ッ クがどのよ うに接続されるかを厳密に制御する必要がある場合は、 次の場所にあるデバイス  プリ ミ ティブを
使用できます。

[Templates][VHDL/Verilog][Device Primitive Instantiation][Kintex/Virtex UltraScale+][BLOCKRAM][URAM]

この手法は、 個々のコンポーネン トがどのよ うに接続されるかを非常に細かく制御できますが、 数多くのポート と信号を備え
た多数のコンポーネン ト を使用する際は非常に大きな労力が必要になり ます。

RTL デザインで UltraRAM を使用する  3 つ目の手法では、 次の場所にある  XPM を使用します。

[Templates][VHDL/Verilog][Xilinx Paramaterized Macros (XPM)][Memory (XPM_MEMORY)][RAM]

XPM は、 ユーザーが指定した要件に従って RAM 構造および ROM 構造を作成するための新しいツールです。 XPM コード内
で、 ユーザーは、 メモ リ  サイズ、 ク ロ ッキング モード、 ECC モードなどの多数のジェネ リ ッ ク文を指定します。 これらの要
件は、 Vivado 合成によって適切なサイズおよびスタイルのメモ リ  アレイに変換されます。

Vivado Design Suite v2016.1 では、 ユーザーが MEMORY_PRIMITIVE ジェネ リ ッ ク文で UltraRAM とい う値を指定して、
UltraRAM を使用するよ うに Vivado 合成に明示的に指示する必要があ り ます。
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メ モリ  アレイの構築
UltraRAM アーキテクチャは極めてスケーラブルであ り、多数の UltraRAM ブロ ッ クを効率的に接続して、ファブ リ ッ ク  リ ソー
スをほとんどまたはまった く使用せずに、 アクセス  レイテンシが比較的小さい、 ビッ ト数の多い論理メモ リ を形成できます。
各 UltraRAM は、 同じカラム内で隣接する  UltraRAM ブロ ッ クの全体的な入力インターフェイスでと出力インターフェイスを
完全にカスケード接続 (オプシ ョ ンによ りパイプライン化) するのに必要な、 すべてのロジッ クを内蔵しています。 さ らに、 各
UltraRAM はポート ごとに追加のロジッ クおよび制御入力を内蔵しており、UltraRAM ブロ ッ ク  アレイを通過する読み出しまた
は書き込みト ランザクシ ョ ンがそのローカル アレイを対象にしているかど うかを個別に判断し、 そ うでない場合は無視しま
す。 このよ うな分散型意思決定ロジッ クによ り、 柔軟でオーバーヘッ ドの小さいスケーラビ リ ティが実現されます。

デザイン内で指定されたメモ リ  アレイが 2 つ以上の UltraRAM ブロ ッ クを必要とする場合、 複数の UltraRAM をどのよ うに接
続するかを決定する必要があ り ます。 1 つのカラム内のすべての UltraRAM を使用するか、 複数のカラムにまたがるアレイ内
の UltraRAM を使用するかの 2 つの選択肢があ り ます。 1 つのカラム内で UltraRAM アレイを構築する場合、 複数の UltraRAM
をカスケード接続するのに必要なすべての配線はそのカラム内に含まれているため、 合成ツールは利用可能な専用リ ソースの
メ リ ッ ト を最大限に活用できます。 図 1 を参照して ください。

X-Ref Target - Figure 1

図 1 : カラム内でカスケード接続された UltraRAM
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デザイン要件に基づいて、 複数のカラムにまたがるアレイをインプリ メン トするのが適切である と判断される場合 (たとえば、
必要なアレイが大きすぎて単一のカラムに収まらない場合)、複数のカラムにまたがるアレイが作成されます (図 2 参照)。 この
状況では、複数カラムの接続に若干のファブリ ッ ク  リ ソースを使用する必要があ り ます。 達成可能な最大周波数と、複数のカ
ラムにまたがるアレイ内のアクセス  レイテンシは、 アレイ  サイズ、 使用するカラムの数やほかの設計要因 (UltraRAM カラム
間のファブリ ッ ク  リ ソースがデザインのほかの部分によって何個使用されるかなど) によって決ま り ます。

UltraRAM アレイを作成する場合、 アドレス信号、 制御信号、 書き込みデータ信号はアレイの左下に提供され、 データはアレ
イの右上から読み出されます。 これによ り、 固定サイズのアレイを適切にパイプライン化すれば、 どのアドレスからどのデー
タを読み出してもレイテンシは常に同じになり ます。

データパスまたは制御パスが広いデザインでは、 各 UltraRAM がネイティブで提供する  64 ビッ トの ECC 保護ワードの幅また
は 72 ビッ トの非 ECC 保護ワードの幅よ り も広いバス幅が必要になるこ とがあ り ます。このよ うな場合、複数の同じ  UltraRAM
ブロ ッ ク  インスタンスまたは上記のカスケード構造を並列に使用して、 非常に効率的な幅の広いワード  データ  ス ト レージ構
造を構築できます。

X-Ref Target - Figure 2

図 2 :複数のカラムにまたがる  UltraRAM アレイ
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レジスタ とパイプライン化
すべての UltraRAM は図 3 に示す複数の入力レジスタ と出力レジスタを備えています。 コンフ ィギュレーシ ョ ンと目的とする
機能によっては、 一部のレジスタはオプシ ョ ンです。

IREG、 OREG、 OREG_ECC レジスタは、 希望する メモ リ機能に基づいてアクティブにします。 また、 IREG_PRE と  REG_CAS
は、 複数の UltraRAM をカスケード接続する場合に使用するレジスタです。

複数の UltraRAM を接続する場合、 最大動作周波数を維持するために次の規則に従う必要があ り ます。 

• 単一カラムのアレイの最初のインスタンス、 または複数のカラムにまたがるアレイの各カラムの最初のインスタンスは、
IREG_PRE レジスタを使用しなければなり ません。 

• OREG レジスタまたは OREG_ECC レジスタ、 あるいはその両方がデザイン内で必要な場合、 これらのレジスタはアレイ
内のすべての UltraRAM で一貫して有効にする必要があ り ます。

• REG_CAS レジスタは、 UltraRAM ブロ ッ ク  3 つおきにアクティブ化されていなければなり ません。

• 単一カラムのアレイの最後のインスタンス、 または複数のカラムにまたがるアレイの各カラムの最後のインスタンスは、
REG_CAS レジスタを使用しなければなり ません。

• アレイが複数のクロ ッ ク領域に垂直にまたがる場合、 クロ ッ ク領域境界のどちらの側にも追加のパイプライン段が必要で
す。 各クロ ッ ク領域に 1 つのカラムあたり  16 個の UltraRAM があ り ます。

UltraRAM ブロッ クの詳細と詳しい図は、『UltraScale アーキテクチャ  メモ リ  リ ソース  ユーザー ガイ ド』 (UG573 : 英語版、日本
語版) の第 2 章を参照して ください。

X-Ref Target - Figure 3

図 3 : UltraRAM レジスタ
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ULTRARAM への移行
選択したターゲッ ト  デバイス内で利用可能な各種メモ リ  リ ソースの量を認識しているこ とは重要です。場合によっては、最初
にブロ ッ ク  RAM のみを搭載したデバイスをターゲッ トにして、 最終的なデザインでは UltraRAM を搭載したデバイスをター
ゲッ トにするこ とがあ り ます。 この場合、 UltraRAM の機能をよ く理解し、 ブロ ッ ク  RAM と  UltraRAM の両方の機能を使用す
る コード を作成する必要があ り ます。 合成ツールはこの方法で、 ターゲッ ト  デバイス内で UltraRAM が利用可能なと きは
UltraRAM を使用できます。 異なるデバイスに変更する際にユーザーが設計を見直す必要はあ り ません。

表 1 に、 各種の UltraScale+ ファ ミ リで利用可能な UltraRAM リ ソースを示します。 Virtex UltraScale+ デバイスでは、 すべての
UltraRAM を接続して、 複数のカラムにまたがる最大 360MB のアレイを作成するこ とが可能です。 よ く使用される複数インス
タンスの使用モデルである  10MB ～ 144MB のアレイも作成できます。

すべての UltraScale+ デバイスは、小容量のメモ リ向けのブロ ッ ク  RAM と分散 RAM も搭載しており、VU13P では合計 500MB
を超えるオンチップ メモ リ を提供できます。 

『UltraScale アーキテクチャおよび製品概要』 (DS890 : 英語版、 日本語版) に、 デバイスのリ ソースの詳細が記載されています。

選択したデバイスで UltraRAM が利用可能な場合、 UltraRAM は 144KB 以上のメモ リ と して使用してください。

外部メ モリ  コンポーネント の置き換え
ほぼ無限の数の配列でコンフ ィギュレーシ ョ ン可能な最大 360MB の UltraRAM を使用すれば、多くの使用モデルが成り立ちま
す。 広く使用されている  UltraRAM の使用モデルの 1 つは、 従来は QDR SRAM などの外部メモ リ と してインプ リ メ ン ト され
ていたメモ リ を、 FPGA または MPSoC に組み込む手法です。 メモ リ をオンチップに配置する利点は、 (メモ リ  ベンダーが供給
する メモ リはサイズが決まっているのに対して) 必要なだけのサイズのメモ リ をインプ リ メ ン トできる こ と と、 これがデザイ
ン内でデータがバッファ リ ングまたは格納される場所に論理的に非常に近い位置にあるこ とです。 さ らに、 外部メモ リ と イン
ターフェイスするには、 データがメモ リ  インターフェイスまたはコン ト ローラーと  FPGA/MPSoC の I/O ピンを通過しなけれ
ばならないため、 外部メモ リ  コンポーネン トによってシステムの消費電力が大き く増加します。 UltraRAM の形で大容量のス
ト レージをオンチップに配置するこ とによ り、 FPGA/MPSoC の I/O と外部メモ リの I/O の消費電力を削減できます。

入力のマルチキャスト
各 UltraRAM ポートは、カスケード接続モードでの ト ランザクシ ョ ンがそのローカル メモ リ  アレイを宛先にしているかど うか
をローカルで判断できます。 この機能を利用して、 動的な ト ランザクシ ョ ン レベルの書き込みユニキャス ト /マルチキャス ト /
ブロードキャス トに対応したメモ リ構造を実現できます。 このよ うな構造は、効率的な出力バッファー付き メモ リ  スイ ッチの
基盤を形成します。 

UltraRAM メモ リの 1 つのポートは書き込み専用、 も う  1 つのポートは読み出し専用になり ます。すべての UltraRAM ブロ ッ ク
の書き込みポートは、 ブロ ッ クごとの固有のワンホッ ト  エンコード  SELF_ADDR の値と、 一致するワンコールド  エンコード
SELF_MASK の値を使用して、 1 つの連続したカスケード接続と してコンフ ィギュレーシ ョ ンされます。 各書き込みト ランザ
クシ ョ ンは、 すべてのターゲッ ト  ブロ ッ クの SELF_ADDR 属性の論理和に一致する、 1 つまたはそれ以上の対応するグローバ
ル/上位アドレス  ビッ ト をセッ トするこ とによ り、単一、複数、 またはすべての UltraRAM ブロッ クに送信可能です。すべての
UltraRAM ブロ ッ クの読み出しポートは非カスケード接続であ り、 実質的に 1 つの書き込みト ランザクシ ョ ンを複数に伝搬で
きます。

表 1 : UltraScale+ ポート フォリオの UltraRAM リソース

ファ ミ リ Kintex UltraScale+ Virtex UltraScale+ Zynq UltraScale+

UltraRAM の数 0 ～ 128 320 ～ 1,280 0 ～ 120

UltraRAM の容量 (MB) 0 ～ 36 90 ～ 360 0 ～ 36

カラムの高さ  (MB) 0 ～ 36 18.0 ～ 22.5 0 ～ 36
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それぞれの UltraRAM ブロ ッ クが、 1 つのコンシューマーのバッファ リ ング要件を表します。 ス ト レージ容量を拡張するため
に、 各 UltraRAM ブロ ッ クを、 コンシューマーあたり  N 個の UltraRAM ブロ ッ クのカスケード接続で置き換えるこ とができま
す。 C 個のコンシューマーが、 (それぞれの深さが N 個の UltraRAM ブロ ッ クである ) C 個の論理メモ リから並列でデータを読
み出すと仮定する と、 書き込みポートには、 C * N 個の UltraRAM ブロ ッ クすべてにわたる連続したカスケード接続が必要で
す。 読み出しポートには、 (それぞれの深さが N 個の UltraRAM である ) C 個の互いに独立したカスケード接続が必要です。 

図 4 に、 4 つの出力/コンシューマーを持つこのよ うなコンフ ィギュレーシ ョ ンの一例を示します。 各出力/コンシューマーは、
1 つのバッファ リ ング UltraRAM ブロ ッ ク と、それぞれ UltraRAM ブロ ッ ク  0 および 1 とブロ ッ ク  1 および 3 を宛先にする  2 つ
のサンプル マルチキャス ト  ト ランザクシ ョ ンを要求します。

まとめ
すべてのデザインには、 必ず何らかの形でメモ リが必要と され、 使用されます。 大容量の柔軟な UltraRAM ブロ ッ クが追加さ
れた UltraScale+ ポート フォ リオは、 従来のデバイスや競合デバイスよ り も大容量のオンチップ ス ト レージを提供します。 複
数のブロ ッ クを接続してさまざまなサイズのメモ リ  アレイを構築する機能によ り、デザインにとって理想的なメモ リ  ソ リ ュー
シ ョ ンをまさに必要と される場所に作成し、外部 SRAM コンポーネン ト を不要にして消費電力の削減とボードの簡素化を実現
できます。 

X-Ref Target - Figure 4

図 4 :入力のマルチキャスト

WP477_04_041916

1 0 0 0

0 1 1 1

C0

C1

C2

C3

SELF_ADDR[15:12]

SELF_MASK[15:12]

0 1 0 0

1 0 1 1

SELF_ADDR[15:12]

SELF_MASK[15:12]

0 0 1 0

1 1 0 1

SELF_ADDR[15:12]

SELF_MASK[15:12]

0 0 0 1

1 1 1 0

U1 U0

U3 U1

UltraRAM

UltraRAM

UltraRAM

UltraRAM

SELF_ADDR[15:12]

SELF_ADDR[15:12]

Output Ports(s)
= multicast writes

@ AA[15:12]

Packet Stream

http://japan.xilinx.com
http://japan.xilinx.com/about/feedback.html?docType=White_Papers&docId=WP477&Title=UltraRAM%20%3A%20UltraScale+%20%26%2312487%3B%26%2312496%3B%26%2312452%3B%26%2312473%3B%26%2312395%3B%26%2325645%3B%26%2336617%3B%26%2312373%3B%26%2312428%3B%26%2312383%3B%26%2330011%3B%26%2326399%3B%26%2330340%3B%26%2312394%3B%26%2312456%3B%26%2312531%3B%26%2312505%3B%26%2312487%3B%26%2312483%3B%26%2312489%3B%20%26%2312513%3B%26%2312514%3B%26%2312522%3B&releaseVersion=1.0&docPage=8


WP477 (v1.0) 2016 年 6 月 14 日 japan.xilinx.com  9

UltraRAM : UltraScale+ デバイスに搭載された画期的なエンベデッ ド  メモリ

改訂履歴
次の表に、 この文書の改訂履歴を示します。

免責事項
本通知に基づいて貴殿または貴社 (本通知の被通知者が個人の場合には 「貴殿」、 法人その他の団体の場合には 「貴社」。 以下同じ ) に開示され

る情報 (以下 「本情報」 といいます) は、 ザイ リ ンクスの製品を選択および使用するこ とのためにのみ提供されます。 適用される法律が許容す

る最大限の範囲で、 (1) 本情報は 「現状有姿」 、 およびすべて受領者の責任で (with all faults) とい う状態で提供され、 ザイ リ ンクスは、 本通知

をもって、 明示、 黙示、 法定を問わず (商品性、 非侵害、 特定目的適合性の保証を含みますがこれらに限られません)、 すべての保証および条

件を負わない (否認する ) ものと します。 また、 (2) ザイ リ ンクスは、本情報 (貴殿または貴社による本情報の使用を含む) に関係し、起因し、関

連する、 いかなる種類・性質の損失または損害についても、責任を負わない (契約上、不法行為上 (過失の場合を含む)、 その他のいかなる責任

の法理によるかを問わない) ものと し、 当該損失または損害には、 直接、 間接、 特別、 付随的、 結果的な損失または損害 (第三者が起こした行

為の結果被った、 データ、 利益、 業務上の信用の損失、 その他あらゆる種類の損失や損害を含みます)  が含まれるものと し、 それは、 たとえ

当該損害や損失が合理的に予見可能であった り、 ザイ リ ンクスがそれらの可能性について助言を受けていた場合であったと しても同様です。

ザイ リ ンクスは、 本情報に含まれるいかなる誤り も訂正する義務を負わず、 本情報または製品仕様のアップデート を貴殿または貴社に知らせ

る義務も負いません。事前の書面による同意のない限り、貴殿または貴社は本情報を再生産、変更、頒布、 または公に展示してはなり ません。

一定の製品は、 ザイ リ ンクスの限定的保証の諸条件に従う こ と となるので、 http://japan.xilinx.com/legal.htm#tos で見られるザイ リ ンクスの販売

条件を参照して ください。 IP コアは、 ザイ リ ンクスが貴殿または貴社に付与したライセンスに含まれる保証と補助的条件に従う こ とになり ま

す。 ザイ リ ンクスの製品は、 フェイルセーフと して、 または、 フェイルセーフの動作を要求するアプリ ケーシ ョ ンに使用するために、 設計さ

れたり意図されたり していません。 そのよ うな重大なアプリ ケーシ ョ ンにザイ リ ンクスの製品を使用する場合のリ スク と責任は、 貴殿または

貴社が単独で負う ものです。 http://japan.xilinx.com/legal.htm#tos で見られるザイ リ ンクスの販売条件を参照して ください。

自動車用のアプリ ケーショ ンの免責条項
ザイ リ ンクスの製品は、 フェイルセーフと して設計されたり意図されてはおらず、 また、 フェイルセーフの動作を要求するアプリ ケーシ ョ ン

(具体的には、 (I) エアバッグの展開、 (II) 車のコン ト ロール (フェイルセーフまたは余剰性の機能 (余剰性を実行するためのザイ リ ンクスの装置

にソフ ト ウェアを使用するこ とは含まれません) および操作者がミ スをした際の警告信号がある場合を除きます)、 (III) 死亡や身体傷害を導く

使用、 に関するアプ リ ケーシ ョ ン) を使用するために設計された り意図された り も していません。 顧客は、 そのよ う なアプ リ ケーシ ョ ンにザ

イ リ ンクスの製品を使用する場合のリ スク と責任を単独で負います。

この資料に関するフ ィードバッ クおよびリ ンクなどの問題につきましては、 jpn_trans_feedback@xilinx.com まで、 または各ページの右下にある

[フ ィードバッ ク送信] ボタンをク リ ッ クする と表示されるフォームからお知らせください。 いただきましたご意見を参考に早急に対応させて

いただきます。 なお、 このメール アドレスへのお問い合わせは受け付けており ません。 あらかじめご了承ください。
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